





その他のタイトル Chapter 1 Seibutsugaku no shinchoryu
URL http://doi.org/10.15055/00005912
第1一章 二生物学の新潮銃
細胞の文化 と伝統及 びヒ トの行動 について
池 田 清 彦
本研究会の名称 は 「生命 と現代文明」 という。生命とは何かを記述 したものはいない。だか


















遍の物理化学法則 とそれに従 う物質という構成をとる。現代物理学や現代化学における物質 と
は、分子、原子、素粒子等々のことであり、それらはさしあたって存在論的同一性を担保され
た存在である。 すなわち、 例えば、H20は 、 いっいかなる場所におけるどのH20も 、互い
に存在論的な完全同一性を仮定されている。私は、今、仮定と書いたが、ほとんどの自然科学
者は、それは仮定ではなく事実であると思 っているに違いない。
ダーウィニズム出現以前の生物学者たちの多 くは、実念論的な レベルを種に措定 していた。
従って種は不変であるか、少なくともさしあたって不変でなければならなかった。ダーウィニ
ズムは、生物の変化に関する漸進主義であり、A種 は徐々にB種 に変化 してゆくと主張する。
ゆえに、この教義を信ずるならば、種は唯名論的なもので しかあり得ないことになる。逆に、
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